
大
洗
に
お
い
て

第
68
回
水
戸
地
本

定
期
大
会
が
開
催

し
ま
し
た
。

司
会
の
塙
副
委

員
長
よ
り
、
こ
の

一
年
間
、
仲
間
の
取
り
組
み
や

仲
間
に
学
び
、
全
組
合
員
が
総

団
結
・
総
決
起
で
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

議
長
に
は
、
い
わ
き
地
区
分

会
の
猪
狩
代
議
員
が
選
出
さ
れ
、

福
島
原
発
に
つ
い
て
汚
染
水
・

汚
染
土
が
解
決
し
な
い
現
状
に

あ
る
中
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な

い
問
題
が
あ
る
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

塚
原
委
員
長
、
来
賓
、
東
日

本
菊
池
委
員
長
の
挨
拶
を
受
け
、

運
動
方
針
案
、
予
算
案
の
提
起

が
あ
り
、
代
議
員
か
ら
の
発
言

を
受
け
、
書
記
長
集
約
と
運
動

方
針
案
、
予
算
案
が
確
立
し
ま

し
た
。

ス
ト
権
が
確
立
し
、
大
会
宣

言
、
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
閉
会
し
ま
し
た
。

第１号 こくろう みと 平成２８年１０月１５日

職
場
か
ら
の
運
動
を
強
化

今
大
会
は
組
織
の
将
来

を
見
据
え
た
中
で
、
し
っ

か
り
と
議
論
を
行
い
、
労

働
条
件
改
善
、
組
織
強
化

の
拡
大
に
向
け
意
思
統
一

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

１
点
目
は
平
和
と
民
主

主
義
を
守
り
、
労
働
法
制

反
対
の
闘
い
で
す
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
で

２
／
３
を
超
え
、
戦
争
す

る
国
へ
と
明
文
改
憲
が
浮

上
し
て
い
ま
す
。
平
和
を

守
る
運
動
や
労
働
法
制
改

悪
反
対
の
大
衆
運
動
を
強

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

２
点
目
は
脱
原
発
再
稼

働
反
対
の
闘
い
で
す
。

福
島
県
民
は
避
難
を
強

い
ら
れ
、
除
染
作
業
の
遅

れ
、
汚
染
水
問
題
、
原
発

労
働
者
の
被
ば
く
問
題
な

ど
収
束
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
福
島
の
現
状
を
全
国

に
訴
え
風
化
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

３
点
目
は
組
織
強
化
拡

大
の
闘
い
と
国
労
運
動
の

継
承
、
発
展
の
取
り
組
み

で
す
。

職
場
活
動
交
流
集
会
で

は
、
新
規
採
用
者
対
策
か

ら
通
年
闘
争
へ
と
全
組
合

員
が
組
織
拡
大
へ
と
追
求

し
て
い
き
ま
す
。

４
点
目
は
安
全
、
安
定

輸
送
と
労
働
条
件
の
改
善

に
つ
い
て
で
す
。

設
備
の
老
朽
化
や
外
注

化
に
お
け
る
安
全
技
術
継

承
の
問
題
な
ど
課
題
は
多

く
あ
り
ま
す
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つ
な
げ
よ
う

技
術
（わ
ざ
）と

魂
（こ
こ
ろ
）と運

動
を

塚
原
委
員
長
あ
い
さ
つ

富
田

繫
昌
（
土
浦
）

伊
王
野

資
保
（
土
浦
）

坂
本

公
則
（
勝
田
）

石
田

慶
治
（
勝
田
）

永
年
に
亘
り
組
合
役
員

と
し
て
組
合
の
生
活
・
権

利
を
守
る
た
め
に
貢
献
し

ま
し
た
。

貨
物
分
会

10
号
以
上
の
機
関
紙
発

行
は
今
大
会
で
は
一
分
会

で
し
た
。
次
期
大
会
は
他

機
関
か
ら
の
表
彰
を
期
待

し
ま
す
。

永
年
役
員
表
彰

機
関
紙
表
彰


